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(木村敏雄ら， 1973 (編集) :新版地学辞典!II，古今書院， p. 97) 
河川争奪 River-captureあるいはStream Piracy 
ある河川が他の河川の流域を奪う現象。すなわち，ある河川が隣接する別の谷の頭部侵食(谷
頭侵食， headward erosion) によって河床を侵食され，その上流の河水が隣接の谷に流れ込む時
にこのようにいう。いわば，河谷の発達に伴う谷の生存競争ということができる。この時，上流
河川は急に方向を変える。これを争奪のひじ (elbow of capture) とよぴ，この地点より下流の
旧流路の谷は河水を失うので，河流のない川と化する。このようなかれ(澗)谷を風げき(隙)
(wind gap) とよぶ。他方，争奪を行った谷は上流部の河水によって下刻が行われ，峡谷をな
す。この現象を河川の奪取 (river capture) またはざん(斬)首 (behead) という。断層運動に
より起こることもあるが，両河川の侵食速度の差によるものが多い。図に示すように，侵食に弱





果的に，流れる水の量(侵食能力)以上の川幅を持つ。このような谷(河)1 )を無能谷(河川 1 )り 11 幅
を作るだけの侵食能力を持たない谷や河川， underfit river) あるいは不適合谷(河)11) (J II 幅と水量
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その南の谷 (A) がかなり接近している。ゴトゴト谷から南東に延びる沢 (B) や南の谷 (A) の側





第 3 図では，河野川の支流A と支流B は地点 P で著しく接近している。将来両支流は合流するであ
ろう。地点 P において両方の支流はあまり高度差がないので，どちらの支流が争奪し，どちらの支流
の上流部が争奪きれるかは判断できないが，いずれにしても河川争奪が発生するであろう 。 仮に支流
Aが支流B を争奪したとすると，第 3 図(点線)のようになる。
血〈みがわ 〈まのこかわ
第 4 図には温見川と熊河川が地点 Pにおいて著しく接近していることが示されている。温見川に沿
って温見断層(根尾谷断層の一部)が走っており，断層破砕部が軟弱化している。また，温見断層に
より，左ずれ(断層線の向こう側が左の方へ移動)の断層変位がもたらされているので，やがて，温








その南の谷 (A) 。 ゴ卜ゴ卜











争奪。 河野川の支流 A と支流 B は地点 P で接
近しており，やがて両支流はどちらか一方に
合流する。 支流 A が支流 B を奪 うと点線で与示
した河川|系ができる 。 大矢印は現在の流向。
小丸からでた小矢印は河川争奪後の流向。 国
土地理院平成 10年発行 1 /25 ， 000 地形図「今
















逆の争奪もあり得る) 。 国土地理院平成 7
年発行 1 /50 ， 000 地形図「冠山」を使用。
第 5 図:今庄町高倉谷付

































ー一一一一一一一一一 一 一 一 に留意して下さい。
第 5 図には，金草岳断層が示きれている(破線)。金草岳断層に沿っていくつかの河川が折れ曲がっ
たり ， 接近したりしている。この断層は右ずれ断層(断層線の向こう 側が右の方へ移動する断層)と
いわれており，断層活動以前の河川は第 6 図のようであった。断層運動により，河川が折れ曲がり ，
現在は第 5 図のような河川網(青線)になっている。ところが，地点 P と Q では河川が接近してきて




えば，第 7 図には， 武生市西部の吉野瀬川が天王川の上流部を奪った例が示されている。現在の吉野
ことはら しようれんげ
瀬川 1 (青線)は勾当原から北流し，勝蓮花で東に向かつて流れを変え， 武生市街地に向かつて東流し
せんごうたに
ている。一方， 千合谷から東流する天王川は菖蒲谷で向きを北に変えている。 地質学的 ・ 地形学的調
査によると ， かつて勾当原から流れ出た河川 は菖蒲谷を経て天王川へ注いでいた。すなわち勾当原か
























理院平成 4 年発行 1 /




状況(実線) 。 第 7 図と比較すると，激
しく河川系が変化している ことが理解
できる。 国土地理院平成 4 年発行 1 /










吉野瀬川に奪われることになる(第 7 図，点線)。すなわち，この地域での河川網の変遷は，第 8 図(過






















は現在の流向。 国土地理院平成 4 年発行 1/





流 A と B は一つの湿原 R から流れ
出ている。地形から判断すると，
支流 A は南方の S から R を経て P
で黒河川に注いでいた(実線)が，
地点 Q から西進してきた小支流






向。国土地理院平成 4 年発行 1/
50 ， 000 地形図「敦賀」を使用。
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成 3 年発行 1/25 ， 000 地形図「荒
島岳」を使用。
第 14図:河野村河野から大谷地区の地形図。 海岸に沿って申楽城断層が通ってい
ると言われている 。 甲楽城断層 (破線) により河野)11 の支流の上流部が
切断され， 多 くの風隙(矢印)ができている 。 国土地理院平成元年発行


































1/25 ， 000 地形図「今庄」と国土地理
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